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経済学研究 43-4
北海道大学 1994.3

工 業 地 域 と国 境

一一ドイツ・ベネルックス・フランス・スイス国境工業地域の形成過程の事例研究一一

石 坂昭雄

しはじめに一一社会経済史研究の枠組とし

ての「地域J，r国民経済J，rヨーロッパ」

今日まで，わが国も含めて社会経済史研究の

基本的枠組ないし研究単位となってきたのは，

なによりも r国民経済」ないし「国民国家」で

あった。これは，おそらく社会経済史学の誕生

自身が， ドイツ歴史学派の問題意識と不可分の

関係にあり，とりわけ19世紀末から，それぞれ

の国の社会経済問題の歴史的根源を追求するこ

とを意図してきたことと深く関わっている。し

たがって，地域研究は，国民経済の一部分ない

し事例として取り組まれ，国境を挟んだ隣接地

域をも含めた，全ヨーロッパ的視点からの考察

は希薄であった。しかも， 20世紀に，現実に 2

度の世界大戦が戦われるなかで，歴史研究も，

様々の現実の国家間ないし民族聞の対立紛争に

影響されざるをえず，とりわ仇地域研究自体

が，研究者の意図に関わりなし領土問題や民

族問題に巻きこまれてきた。わが国の場合も，

外国の研究成果の影響に加えて，その明治以来

の国民国家建設と国民経済自立への強烈な志向

のなかでは，このような視角は当然のこととし

て受け容れられ，また圏内での少数民族問題や

国境での民族紛争の経験に乏しかったことから

も，ヨーロツパの地域問題や少数民族問題，あ

るいは全ヨーロッパ的関連については関心や理

解が及ばなかった。こうした国民経済的視点は，

戦後経済史研究で強化され，たとえば大塚久雄

氏の重商主義研究や一連のフランス革命史研究

において，国民経済建設が近代民主主義の経済

的基盤として強く意識されきた。勿論このこと

は，資本主義の形成における国民経済の意義を

浮き彫りにした功績が非常に大きい反面で，研

究視角がともすれば比較経済史に終わって，近

世以降の全ヨーロッパ的連関あるいは地域の独

自の意義の研究が手薄になったことは否めな

い。ただし，ドイツ経済史研究では r東エルベ」

と「西エルベ」の地帯構造や，地域の相対的自

立性についての関心は見られた。だが，それは，

むしろ後進国の特有の二重構造あるいは国民経

済の未統一の問題として意識されてきたのであ

る。

しかし，第 2次世界大戦後は， EC統合と独

仏の歴史的和解が進むなかで，全ヨーロッパ経

済史を対象とする雑誌がいくつか誕生して，一

国経済史の枠組みを離れた広い視野から書かれ

た論文が掲載されるようになった。また，数種

の「ヨーロツパ経済史」の通史が刊行されてき

たし，ポール・ベーロック PaulBairochらの一

連の仕事のように，全ヨーロッパ的な視野での

数量的比較が試みられている。しかし，これら

もなお，一国単位のデータによる，国別の比較

に終始している 1)。

こうしたなかで，新しい研究の方向として登

1)通史としては，Fontana Economic Histoη 01 Eur. 
ope ; Cambridge Eco抑omicHistory 01 Eurolりe

Handbuch der europaischen Wirtschaftsgeschich-
te ; G. Ambroius/W. H. Hubbard， Sozial-und 

Wirtschafiお，geschichteEuropas im 20. Jahrhundert 
(Munchen， 1986) (アムフ、ロジウス/ハバード著，

肥前栄一/金子邦子/馬場哲訳 W20世紀ヨーロッ

パ社会経済史~ (名古屋大学出版会， 1991年))があ

り，全ヨーロツパ史的研究雑誌としては，Francia 



20 (446) 経済学 研究 43-4 

場してきたのが r国民国家」ないし「国民経済」

に代えて，地域を経済史の研究単位として重視

する視角であろう。それは，ひとつの方向とし

ては，例えば， EC域内共通地域開発政策の対

象となるような，性格の共通する諸地域を比較

史的にとりあげる研究，あるいは，少数民族二

言語集団問題(アルザ、ス，ブルターニュ，オック，

バスク，カタルーニア，コルシカ，南チロルな

ど)への社会経済史的接近の形で具体化されつ

つあるが，それ以上に重要なのは，西ヨーロツ

パの工業化とその後の発展を地域単位の現象と

して しかも全ヨーロツパ的関連において

把握する視点が提起されたことである。こ

の点で，すでにメンデルスやデーヨンなどのプ

ロト工業化論において，分析単位として地域が

重視されたが，とりわけポラードは， 1973年の

問題提起以来，精力的に地域と工業化の歴史的

関連，そして工業地域の歴史的発展相互の比較

研究に取り組んできた。しかし，メンデルスの

ベルギー・フランドル研究にせよ，デーヨンの

ノーノレ地方の研究にせよ，実際の研究成果では，

統計資料の関係もあって，なお国家領域にとら

われる傾向は強いし，ポラードが組織したいく

つかの共同研究においても，殆どが同一国内の

諸地域の分析と比較に終わっている。しかし，

そもそも，アンシャン・レジーム以来の西・中央

ヨーロツパの農村工業に起源をもっ主要工業地

帯の多くが，近代国民国家の形成以前から，相

互に国境を跨ぐ形で，しばしば，言語や宗教の

差異を越えて展開してきた以上，国家領域で区

分することなしこれらの経済圏を一体として

把握し r国際工業地域」ないし「国際経済圏」

と国民経済とがどのように関わりあっているか

(Forschungen zur westeuropaischen Geschichte， 

h巴rausgeg巴benvom Deutschen Historischen In-

stitut Paris) 1952一 GeschichtlicheLandeskunde 
(Institut fur Geschichtlich巴 Landeskundean der 

Univ巴rsitatMainz) ， 1964ー ;Journal of European 
Economic Histoη1972ー ;Scriρta Mercaturae 
(Zeitschrift fur Wirtschafts-und Sozialgeschich-

te， Munchen)， 1967ーなどが挙げられる。

一一一勿論，国家領域の影響，経済政策や関税の

作用は強力であることはいうまでもないとして

ーーを考察する必要があろう九そこで，本稿で

は，試論として， ドイツの西部とオラン夕、，ベ

ノレギー， }レクセンブノレク， フランス， さらにス

イスとの国境地域 Grenzgebietの 4つの工業

地域 ①「トゥウェンテ=西ミュンスター

ラント J，②「アーへン=ヴェルヴィエニリエー

ジュ地方J，③「ザールニロレーヌ=ルクセン

2) F.F. Mendels，“Agriculture and Peasant Industry 

in Eighteenth-Century Flanders"， in: W.N. Par-
ker and E. Jones， (eds.)， Euroρean Peasants and 
their Markets (Princeton U.P.， 1975)， 179-204. Cフ

ランクリン・ F.メンデルス，石坂昭雄訳 r18世紀フ
ランドルにおける農業と農民工業J，F.メンデルス，
R ブラウン他著，篠塚信義・石坂昭雄・安元 稔編訳
『西欧近代と農村工業J (北海道大学図書刊行会，

1991年)， 167 -197頁); P. Deyon，“La diffusion 
rurale des industries t巴xtilesen Flandre francaise 

a la fin de l' Ancien R邑gimeet au debut du XIX. 

siec1e"， Revue du Nord， LXI (1979)，83-95. Cピエー
ル・デーヨン，佐村知明訳「フランス・フランドルの
農村織物工業の展開一一アンシャン・レジーム末期
から19世紀初頭にかけて J，篠塚・石坂・安元編
訳，前掲書， 199ー220頁).ポラードの議論について
は，石坂昭雄「ヨーロツパ経済J，社会経済史学会編
『社会経済史学の課題と展望J (有斐閣， 1992年)，

35-46頁に挙げた諸文献に加えて， S. Pollard， 
“Regional Markets and National Development"， 

in: M. Berg， (ed.)， Markets and Manufacture in 
Early lndustrial Europe (London -N ew Y ork， 

1991 )， 29-56 ders.，“Region und Markt. Zur 

Entwicklung der Raumordnung der Wirtschaft 

im Industrialisierungsprozes des 18. und 19. Jahr-

hundertsぺRaumordnungund Wirtschajt (Schwe-
izerische Gesellschaft fur Wirtschafts-und Sozial-

geschichte， Heft N r.2， 2. Jrg.， Lausanne， 1983)， 
8-20; ders.，“Region und Industrialisierung im 
Vergleich -Minden-Ravensberg und die englis-

chen Industriegebiet"， Vortragsreihe der Gesell-
schaft j詰irWes抑lischeWirtschajtsgeschichte， v. V.， 

Heft 25 (Dordmund， 1983); K. Ditt /S. Pollard， 

(Hg.)， Von der Heimgewerbe in die Fabrik. ln-

dustrialisierung und Aγbeiterschaft in Leinen-

und Baumwollregionen Westeuropas wahrend des 
18. und 19. Jahrhunderts (Paderborn， 1992)を参

照せよ。また， ドイツにおける地域的工業化をめぐ
る議論の紹介として，三石郁夫「ドイツ資本主義分
析における地域的工業化論の方法的射程 H. 
キーゼ、ヴェツターの所論を中心に J， W土地制度
史学J，第141号(XXVH，1993)，44-54を見よ。
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ブルク=ベルギー重工業地帯J (Montan-

dreieck) ，④「スイス=南ノfーデン=南アルザス

工業地帯」一一，および，⑤「ベルギー=フラ

ンス国境工業地帯」を取り上げ，その形成とそ

こでの国境の意義を概観したい。それは，これ

らの工業地帯が，中世以来密接な経済的・文化的

交流を続け，かつてナポレオン時代には一時期

同じフランス帝国に所属したこともあり，その

後も，国家領域を越えて，頻繁な資本や技術，

労働力の交流を続けてきたからである。そして，

これら地域は，それぞれの国では，国家領域の

中心ないし首都から遠く離れているにせよ， E 

C発足当初の 6か国中，実に 5つにわたって，

まさにその中央部を北から南に縦断する ECの

工業的中心にほかならないためである 3)。

II.国際工業地域の形成とその展開

(1) トゥウェンテ=西ミュンスターラント

Twente-Westmunsterland 

オランダ(トゥウェンテ)=ドイツ(西ミュン

スターラント)の国境地帯，オランダ側ではアー

ルテン Aaltenからオルデンザール Oldenzaal

まで，ドイツ側では，ボーホルト Bocholtから

ノノレトホルン Nordhornにいたる国境の両側

は r綿業街道JBauwollstraseと称せられるよ

うに，エンスヘデEnschedeとグローナウ

Gronauを中核として， 19世紀後半からオラン

夕、の綿工業の殆どが集中しただけでなく(第 1

図，第 1表)，ドイツで5指のうちに入る大綿業

地域のひとつに急成長を遂げ(第2表)， ドイツ

3)この他，国際的工業地域として，ラウジッツ=シュ

レ ジエン=ボヘミア，あるいは，プロイセン=ド

イツ領オーバー・シュレージエンニロシア領ポーラ

ンド=オーストリア領モラヴィアが重要である。

ドゥウォゴボJレスキーの国境を越えた労働力移動に

ついての次ぎの研究を参照。W.DIugoborski，“Wir-
tschaftliche und politische Grenzen: Die obersch・

lesische Kohlenbecken"， S. Pollard， (Hg.)， Region 
und lndustrialisierung (Gδttingen， 1980)， 142-174 
を参照。

最大の綿紡績企業(Gerritvan Delden & Co.) 

を生み出したが，その過程は，オランダとドイ

ツの相互に国境を超えた資本や労働力，技術の

交流でも名高い。もともとこの地帯は，言語(低

地ドイツ語)，宗教(カトリック)，農業=土地制

度(砂質の痩せた土壌，一子相続制度と大農経

営，移しい零細小屋住農民Kδtter， keuter， 

Heuerling， Brinksitzerの堆積)がほぼ共通し，

その基盤の上に中世末から農村麻織物工業が展

開していた。ただし，政治的には，オラン夕、共

和国とミュンスター司教領と極めて対照的な国

家に分かれることになった。その結果として，

17世紀の前半から，戦乱と信仰の抑圧をのがれ

て，ヴェストファーレン諸地域から多くのメン

ノー派がトゥウェンテに移住して有力なコロ

ニーを築き，やがて彼らのなかから輩出した企

業家たちが，国境を越えて活躍することになる。

この地域は， 17~18世紀には，その麻織物や麻

糸をオラン夕、のハールレムで漂白して，アムス

テル夕、ムやロッテJレダム経由で輸出していた

が，イギリスの関税引き上げやシュレージエン

の競争の激化するなか，もともと原料の亜麻を

自給できないこの地域は，ボンパジン Bom-

basin， Baumseide， bombasijn [フュステイン

fustein] (経糸に亜麻糸，緯糸に綿糸の交織で，

独立戦争時代にフランドルの亡命者が，ライデ

ン=アーメルスフォールトやヴェーゼルなどに

もたらして以来，都市工業として発達してきた

もの)に転換し， 18世紀後半には，農村工業が都

市工業を圧倒するにいたった。その後， 18世紀

末には綿紡績機の導入も始まり，また，オラン

夕、とミュンスターラント全域が1810年にフラン

ス帝国に編入されて，その広域市場を開放され

たとはいえ，その綿業の発展は，ヨーロツパ内

の他の地域，いな同じドイツのライン地方と比

べても停滞していた九

ナポレオン戦後，この地域はふたたび分断さ

れたが(ネーデルラント王国とプロイセン，一

4)トゥウェンテ農村工業の形成とその後の展開は，石
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第 l図 ドイツ=オランダ国境地帯の綿工業分布(1913/1911年)

出典は第 1表A，B. 

' . ， 
_.ー-、

Vriezenveen 、
-、.、.、.吋、.J

Almelo ‘ ..、-
a・Borken Olg町 内01I 企

Nijverdal 

き'rkel

.""¥yreden 
t て-、 ¥Stadlohn.、-

Winterswijk... 、.~
，.i ---. .Gescher 

Aalten ~.-企 S日 dlohn て'------ ... ピ

. AJ-v←Oeding Koesfeld 

-、.t'・d ・4・・h-、J ・・・・企
司--一 企 綿紡鐘数
Bocholt Dulmem 

l-¥ilil巴

部はハノーヴァー王国)，最初その打撃が大き

かったのはドイツ側であった。ネーデルラント王

国は，フランスと比べれば自由貿易的ではあった

坂昭雄『オラン夕、型貿易国家の経済構造~ (未来社，

1971年)， 265-275頁，この地域の農村社会経済史は，

B. H. Slicher van Bath， Een samenleving onder 
s1うanning. Geschiedenis van het platteland in 
Overijssel (Assen， 1957)，ミュンスター地方の農

業=土地制度については，肥前栄一「北西ドイツ農

村定住史の特質 農民屋敷地に焦点をあてて

一一J，r経済学論集~，第57巻第 4 号 (1991年)， 2-24

頁を参照。
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が，その領域に編入されたベルギーからの圧力

で綿製品への高率輸入関税(12-45%)を導入せ

ざるをえなかった。また，オランダ領東インド

向けの綿製品輸出のため，かの「オランダ商事

会社J De Nederlandsche Handel -Maat-

schappijが設立(1824年)され，圏内の綿工業か

ら優先的に買い付を始めた。こうしたなかで，

ドイツ綿工業企業(ライン地方も含め)がオラン

ダ側へ移転したり，系列企業を設置した例も

多かった。とりわけ， 1830年にベルギー独立に
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第 1表 ドイツ=オランダ国境地域綿工業分布

A.西ミュンスターラント(1913年)

1895年
錘数 カ織機 錘数

Borghorst 33，000 670 73，000 
Burgsteinfurt 20，480 25，500 
Dulmen 
Emsdetten 167 11，544 
Gescher 440 35，216 
Grev巴n 272 55，992 
Gronau 189，439 1，872 611，546 
Epe 131，336 
Nordwalde 5，600 
Ochtrup 37，492 750 36.492 
Rheine-Stadt 125，950 2，037 319，626 
Rheine-Amt 88，500 
Stadtlohn-Wessendorf 796 10，000 
その他ミュンスター県内 3，115 
Bocholt 75，000 5，865 180，188 
ミュンスター県合計 481，361 15，994 1，607，216 
Nordhorn 16，000 744 209，000 
西ヴェストファーレン合計 497，361 16，738 1，816，216 

1) Rhede 646を含む。 2)Bentheimを含む。

労働者

767 
302 
179 
118 
170 
493 

4，609 
805 
59 

278 
1，522 
359 
68 

9，675 

1913年
撚糸錘数 労働者 総錘数 力織機 労働者

2，500 5 75，500 484 74 
4，500 9 30.000 

50 1 50 1，956 1，032 
11.544 394 201 
35.216 836 355 
55.992 1，197 591 

175，904 459 787，450 1，450 604 
14，500 21 145，836 1，162 535 

5.600 
7.890 20 1.353 558 856 
730 13 320.356 3，451 1，263 
204 l 88，704 2，574 997 

10.000 1，636 640 
5，712 2，651 

19，965 200，153 8，2591
) 

226，243 529 1，833，459 28，828 
400 209，400 5，0002

) 

452，886 2，269，102 33，828 

典拠:1895年:r匂 tt巴r，a.a.o.リ S.35; 1913年:Simonetti， a.a.O.，S.135ーただし， BocholtとNordhornは， W.Rieg巴r，

(Hg.) ， Verzeichnis der im DeuおchenReiche auf Baumwolle 1，問 fendenSpindeln und Webstuhle (Stuttgart， 
1913)， S. 52-75.より算出

B. トゥウェンテ=へルダーラント・アハテル
フック地区(1911年)

所在地 1871年 1911年

錘数 力織機台数 錘数 カ織機台数

Enschede 65.860 3，223 336，280 12，252 

Almelo 52.000 3，100 27，276 8，607 

Borne 3，000 200 9，772 1，030 

Heng巴10 25，000 246 50，944 2，689 

Oldenzaal 20，000 1，000 47，684 2，446 

Nijverdal 2，570 

そι他のトゥウェンテ 868 106 

Wint巴rswijk 970 

Aalten 100 

合計 165，860 8，338 471，906 30，770 

典拠:Fischer，aω，p.25 

よって，これまで，オランダ領東インド向け綿

製品輸出を独占してきたへントが切り離された

ため，オランダ商事会社は，これに代わるもの

として新たにトゥウェンテの綿工業の育成を計

り，飛竣付き手織り機を導入し，織布学校を設

置して織布工を訓練し，イギリス綿糸による綿

布生産を組織したが，一方，イギリス人技術者

John Dixonの援助で本格的な蒸気力による太

第 2表 ドイツ綿工業の地域分布

地 域 1887年錘数 1913年鐙数 1913年織機台数

ライン州 435.802 1，602，526 32，737 

ヴ、ェストファーレン 285.828 1，613，476 29，527 

バイエルン 924.312 2，156，471 33，977 

ヴュルテンベルク 362，048 882，998 23，610 

ノfーデン 398，172 550，436 17，429 

エルザス 1， 375， 000 1，891，450 41，957 

ザクレン(王国) 1，001，633 1，678，316 50，913 

シュレージェン 75，064 160，342 20，573 

ドイツ合計 5，054，795 11，223，968 286，003 

典拠:1887年は， R. M. R. Dehn， The Ge門刊anCotto目

Industryー A Repon (Manchester， 1913)， p. 110 : 

1913年は，Verzeichnis. S.77. 

糸の機械紡績(エンスヘデ綿紡績株式会社 N.

V . De Enschedesche Ka toenspinnerij)がス

タートした。こうしたなかで， ミュンスター地

方からは，多数の手織工がトゥウェンテに出稼

に赴いていた。ただし，オランダ側では，石鹸

や泥炭，石炭への消費税の負担に悩まされ，ま

た綿糸の輸入関税はドイツと大きく聞いていた

から，オランダ経由でドイツに入ったイギリス
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綿糸の再密輸入，あるいはグローナウなどでの

下請け織滑など，オランダ企業の国境を越えた

活動が見られた。

このようなオランダ側に有利な状況に変化が

生じたのは1840年代後半である。すなわちオラ

ン夕、が1845年以来自由貿易に転換して，特約買

い付けも廃止され，また東インドへの輸出も

ジャワの凶作で大きく縮小したのにたいして，

1843年以降の，とりわけ1847年のドイツ関税同

盟の綿製品関税の引き上げが， トゥウェンテ産

の太糸のドイツへの輸出を困難にし，他方で圏

内市場，とりわけルール地方の工業発展による

需要の拡大が見込まれてくると，商品・資本・労

働力の流れは逆転し， 1844年に，まず rエンス

ヘデ綿紡績会社」が，国境に接したグローナウ

に分工場を設け，また， 1850年に古いメンノ一

派織元の家系であるエンスへデのテン・カーテ

家L.TenCateの息子たちが， 3つのネツセル

織=木綿織布工場を，さらに1844年にはヨル

ダーン=ファン・へーク社Jordaan， Van Heek 

& Co.が，整糸工場Garnchlichtereiを設立し

たが，何といってもグローナウ綿工業の礎を築

いたのが， 1854年のマユー・ファン・デルデン社

Mahieu Van Delden & Co.の進出である。デー

フェンテルのメンノ一派で綿製品や麻織物取引

に携わっていたヤン・ファン・デルデンは，エン

スへデのメンノー派で女婿のストロインク

Willem van Stroink (すでに1836年からノルト

ホルンで綿織布の問屋制家内工業を組織してい

た)が綿紡績工場を新設したのに際して，その共

同経営者となったが，これを解散した後，その

息子のマユーが，ヨルダーン=ファン・へーク社

を改組・継承して綿紡績工場を発足させた。その

後，グローナウは，ヴェストファーレン最大の

綿工業都市に成長し，技術的にもこの地域の綿

工業をリードするが，なおも熟練工はトゥウェ

ンテからの供給に大きく依存したのみか， 1913 

年まで，グローナウやさらにオランダ国境に接

したアイラーマルク Eilermarkの工場は，そ

の労働力の65%(5700人中3700人)をオランダ側

第2図 グローナウとオランダ国境地区

出典 :Kδtter，a.a.O.， S.31. 

のフラーネルブリユツフ Granerbrugやオーヴァ

ーディンケルOverdinkelから列車や自転車で

通う越境通勤労働者の大群に頼っていた九(第

5)この地域の綿工業の形成についての最もすぐれた研
究として， G. Adelmann，“Die deutsch-nieder. 
landische Grenze als textilindustriell巴rStandorts. 
faktor"， in: G. Dorege u. a.， (Hg.) ， Landsc加ift
und Geschichte (Festschrift Franz Petri zum 
seinem 65. Geburtstag ; Bonn， 1970)， 9-24; Neti-
druck in: ders.， Vom Geωerbe zuγ lndustrie im 
kontinentalen 】1Vesteuropa (Wiesbaden， 1986) ， 

163-188がある。その他，国境地域史研究として，
A. Kersting，“Textilindustri巴gebietdes westfalis-
ch-niederlandischen Grenzbezirks"， West政lische
Forschungen， XI (1958)， 86-105; H. Kotter， Die 
Tαtilindustrie des deutsch-niederlandischen Gren-
zgebietes in ihreγωzげschaftsgeographischenVer-

flechtung (Diss. Bonn， 1951); R. Schuren， Staat 
und landliche lndustrialisieruη~g. Sozialer Wandel 
in zwei DOlプセrneiner deutsch-niederl，伽 dischen
Textilregio河 1830-1914(Dordmund， 1985); ders.， 

“Heimgwerbliche Bevolkerung und Fabrikar-
beiterschaft in deutsch-niederlandisch巴nGren-

zraum (Westmunsterland/Twente) vor 1860ぺin:
Ditt/Pollard， (Hg.) ， a.a.O.， 430-450; T. Simonetti， 
Die Entwicklung der Baumwoll仇dustrie des 
Munsterlandes im 19. Jahrhundert und in der 
ersten Jahren des 20. Jahrhhunderts (Diss. Rechts 
-und Staatswiss.， Munster， 1921); H. Specht， 
Nordhorn. Geschi・'chteeiner Grenzstadt (N ordhorn， 

1941); C. Wichermann，“Die Indutrialisierung des 
Baumwollgewerbes in Munsterland" in: Ditt und 
Pollard， (Hg.) ， a.a.O.， 192-222.トゥウェンテ綿工
業史としては， J. A. P. G. Boot" De TIωenおche
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2図参照)このほかのオランダとの国境地帯に

沿った綿工業都市でも， 1845年頃から在来のド

イツ人企業家がこの刺激のもとに綿紡績=織布

工場を設立したが，熟練工や技術者ではトゥ

ウェンテに依存するところが大きかった6)。

(2) リエージュ=ヴェルヴィエ=アーへン地区

Liをge-V erviers-Aachen 

この地域は中世から経済的交流が活発で，近

世に入っても，政治的には多くの国家や領邦，

帝国都市に分断されていたにもかかわらず，言

語(ドイツ語，ワロン二フランス語，オラン夕、語)

や宗教(カトリック，ノレター派，カルヴァン派)

の違いを越えて，ひとつの経済地域としての纏

まりを見せており，とりわけ17世紀後半からは，

Katoennijverheid 1830-1873 (Proefschrift Neder-
landsche Handelshogeschool te Rotterdam; Am田

sterdam， 1935) ; ].A.P.G. Boot/ A. Blonk， Van 
Smiet-tot snelstoel. De oPkomst van de Twents-
Gelderse textielindustrie in het begin van de 19de 
eeuw (Hengelo， 1957) ; E.]. Fisch巴r，“Deontwik-
keling van de Twentse katoenindustrie en de 
toename van de arbeidsproduktiviteit tussen 1800 

en 1930ぺTextielhistorischeBijdragen， 22 (1981) ， 

3-40 ; W.M.F. Mansvelt， Geschiedenis van de 
Nederlandsche Handel一Maaおchappij，2 dln. (Haar-

lem，1924).また， ファン・デルデン宇土の宇土史として，

V. Muthesius， 100 Jahre M. van Delden & Co. 
1854-1954. Zur Geschichte der munsterlandischen 
Baumwollindustrie (Gronau， 1954). Mahieu van 
Deld巴nをはじめ，トゥウェンテやグローナウの綿工

業家たちは，まずエルパーフェルトやエルザスで技

術，とりわけトルコ赤の染色技術を修業せねばなら

なかった。

6) トゥウェンテ=ニ西ミュンスターの綿工業家として

は，オランダ系メンノ一派(ヱンスヘデ=グロ ナウ

のJordaan， Van Delden， Stroink， Van Heek， 

J annink， Blijdestein，デュルメン Dulmenの Ben
dix)の他，最も典型的などは，地元のカトリックの

問屋商人=綿=麻織布工(Driesen/Bocholt， Rawe 
und Pov巴l/Nordhorn)であるが，その経営規模は概

して小さい。例外は，巡回麻織物買入商人 Todde出

身の C.Kump巴rsが創立し，現在までも有力企業と

なった， Baumwollspinnerei zu Rheine OHG 
(1845)である。 Kersting，a.a.O.， 97.これらのなか

で， Van Deldenの紡績は群を抜いて巨大で， 19世

紀末に分社した，弟のGerritvan Delden & Co.， 

Kommandi tgesellschaftは， 45.7万錘(うち撚糸13.

7)と大陸第2位の企業であった。 Simonetti，a.a.O.， 

's .135. 

ヴェルヴィエ=オディモン Hodimont，オイペ

ンEupen，ファーノレス Vaals，ブノレトシャイト

Burdscheid，モンシャウ Monschauを中心とす

る一帯は，ヨーロツパ大陸で最有力の高級紡毛

織毛織物農村工業地帯となり，ナポレオン帝国

に編入されてからは，いち早く機械制紡績に移

行して，リエージュのコックリル社のような機

械製造=製鉄企業を育んだ。その南には，マル

メディー Malmedyを中心に皮革工業が，さら

にリエージュとアーへンの周辺には，それぞれ

鉄，石炭，菱亜鉛鉱などの資源に恵まれて，鉄

工業，真鍛工業も発展していた710

さて， 1815年のウィーン会議によって，この

地域はプロイセン王国とネーデルラント王国

(1830年からベルギー王国)に分げられ，関税線

が工業地帯の中央を走ることになり，それは，

これまで相互に補完関係にあった毛織物工業の

中心地域にとって大きな負担となった。そのた

め， 1815年の両国の関税協定によって半製品に

たいする保税加工制度が認められた。当初， ド

イツ(プロイセン)側が低関税のため，オイペン

などの企業家がベルギー側に企業進出するケー

スが多かったが， ドイツ関税同盟の成立と関税

引き上げによってアーへン地域がヴェルヴィエ

を凌ぐ毛織物工業の中心となった。さらに，製

鉄=機械工業でも， 19世紀前半を通じてリエー

ジュの側からアーへンへの企業ないし企業家の

進出が盛んであった。すでにコックリル家の第

2世代，チャールズ・ジェームズとジョンの兄弟

はともにアーへンの毛織物=針製造企業家のパ

7)この地域の毛織物工業および、ベルギー機械工業の生

成については，拙稿「ジョン・コックリ/レ株式会社の

創生記一一ベルギー産業革命と国際的企業者活動

一一J，Ii'経営史学』第 4巻第2号(1969年)， 61-91 

頁;同ヴェルヴィエ毛織物工業の展開 ヨー

ロツパ大陸産業革命の一基盤一一J，大野英二・住谷

一彦・諸国 賓編 r ドイツ資本主義の史的構造~ (松

田智雄教授還暦記念 I，有斐閣， 1972年)， 85-106 
頁.また18世紀以来の両地域の経済交流については，

A. Engels， Die Zollgrenze in der Eifel. Einωirts-
cha!tsgeschichtliche Unte符 uchu抑!gj弘γdieZeit von 
1740 bis 1834 (Kδln， 1959). 
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ストール家 Pastorから夫人を迎え，末弟ジョ

ンが父の企業を受け継いでリエージュ側を本拠

としたのにたいし，チャーノレズ・ジェイムズは

アーへンを本拠に繊維機械の製造をはじめ，ま

た鉛=亜鉛精錬企業を興したが， 1838年にはさ

らにジョンと共同でシュトルベルク Stolberg

に，亜鉛の『冶金会社~ Metallurgische Gesells-

chaftを設立している。ところで，独立の後，

1838年までに産業革命を終了したベルギーに

とって， ドイツはその重工業の市場としてます

ます重要となり，その輸出路として，ケルンか

らアーへンを経て，リエージュ，そしてアント

ウェノレペン港を結ぶ鉄道建設が，ベルギー， ド

イツ双方の切望するところとなった。そのため，

ベルギー側の固有鉄道とならんで，ドイツ側の，

国境(Herbesthal)=アーへン=ケノレンを結ぶ

鉄道建設を，すでに，ジョン・コックリノレが計画

したところであったが， 1837年にかの「ライン

鉄道会社J Die rheinische Eisenbahngesells-

chaftが設立されるにあたって，その株式の1/6

が，大投資銀行のベルギー銀行の支援のもとに

ブリュッセル証券市場で引き受けられ， 1844年

には全通した。ところでドイツ関税同盟側は，

1844年にレールや棒鉄などの加工品の関税を引

き上げ，素材である銑鉄にたいしては特恵関税

を認めた。このことがベルギー企業のドイツ進

出を促し，国境のすぐ彼方のアーへンがその基

地となり，パドノレ工や耐火煉瓦工などベルギー

(ワロン)人労働者のコロニーも形成された。た

とえば，後の「フェニックス製鉄株式会社」

Phδnix AG_の前身である，ミヒールズ社(パド

ル=圧延)Aachener Eisenwalz -und Ham-

merwerk/Michiels & Co.， Eschweiler-Aue， 

1846， (Telemaque Michiels & Nicolaus Jose-

ph Bourdouxhe) ，後の「ローテ・エルデ製鉄会

宇土J Aachener Hutten Actienverein Rothe 

Erdeの前身であるジャック・ピーブー Jaques

Piedboeufによる1"アーへン鉄圧延=鍛造会

干士J Aachener Eisenwalz-und Hammerweke 

Jaques Piedboeuf & Co.， OHG(1845)，その弟の

ジャン・パスカル・ピーブー JeanPascal Pied-

boeufのボイラー製作所， Kesselwerk /Pied-

boeuf & Co.，パウウェルス=タルボ鉄道車輔

Eisenbahn-Wagen-Fabrik P. Pauwels-Tal-

bot Aachen (1837)が有名である。このように，

アーへン地域は 後， 19世紀の後半には，

ノレール炭田の開発とともに製鉄=機械など重工

業の重心はそこに移り，また大投資銀行の支援

のもとに株式会社の新設や改組が進むなかで，

ベルギー資本の比重は減少したとはいえ一一

19世紀前半のドイツ大工業の生成期を通じて，

リエージュ地区からの技術移転の先進基地とし

ての役割を担ったのである九

8)この時期のベルギー企業家のアーへン地域への進出

についての，最も優れた概観は， C. Bruckn巴r，zi附'

Wirtschajtsgeschichte des Regierungsbezirks Aa-

chen mit einem Schluswort von Hermann Kellen・

benz， Die Wiバschajtdes Aachener Bereichs im 
Gang der Jahγhunderte (Koln， 1967)で， この(也，
H. Seeling， Wallonische lndustrie-Pionier in Deut-
schland (Li邑ge，1983); R. Fremdling， ，‘Der Einflus 
d巴r Handelspolitik auf die wallonische und 

rheinisch-westfalische Eisenindustrie"， in: H. 
Kiesewetter /R. Fremdling， (Hg.)， Staat， Region 
und lndustrialisierung (Ostfildern， 1985)， 72-102.; 

ders.， Technologischer Wandel und inter-
河ationaler Handel im 19. Jahァhundert: Die 
Eisenindustrie 仇 Groβbritannien，Belgien， Fra刀

kreich und Deutschland (Berlin， 1986); J. R. 

Marechal，“La contribution des belges et des 

francais a l'essor de la grande industrie alleman 

de"， Rωue Universelle des Mines， 8me serie， t. 
XIII (1937)， 517-531; P. Hanquet，“Umsiedlungen 

zwischen dem Gebiet um Luttich und dem Rhein 

landぺFamilieund Volk， 9/10 (1960/61)， 181-198; 

U. Troitzsch，“Belgien als V巴rmitt1ertechinis-
cher Neu巴rungenbeim Aufgbau der eis巴nschaf-

fenden lndustrie im Ruhrgebiet um 1850"， Techni-
kgeschichte， XXXIX (1972)， 142-158などを参照。

フェニックス社には，オイペンの毛織物工業家

Charles de Grand'ryやJuliusTheo Loosenが出資

し，重役に加わっていたが， 1855年， Essen-B巴rgbor-

beckのフランス=ベルギー系製鉄企業 Charles

D邑ti1lieux& Co.，と合併した。このほか， リエー

ジュ地域の有力な製鉄資本家である Gi1leAntoine 

Lamrche CEsperence製鉄会社の取締役)もその所

有鉄鉱山の現物出資で参加し，また Henri-Joseph 

Orban(Dawans， Orban et Cie， 1852 針製造)，
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(3)鉱山=製鉄業の「三角地帯J (ザール=ロ

レーヌ=ルクセンプルク=ベルギー)

Montan-Dreieck， Saar-Lor-Lux 

ザ、ール，ロレーヌ(ロートリンゲン)，ルクセ

ンブルクの地域は，ロレーヌの大鉄鉱床(ミネッ

ト)と一部ロレーヌに延びるザール炭田を擁す

る典型的な資源立地型の工業地帯であり，それ

だけに，とりわげ1871年以来，独仏の激しい領

土争いの場となり，ザール問題やルクセンブル

クの関税同盟加入も含め，関税=国境線は 4回

にわたって大きく画き変えられ，そのたびに企

業の進出と撤退，接収問題を惹起した。

この工業地帯では，地元の企業家に加え，ア

ンシャン・レジーム期からナポレオン時代にか

けて，ドゥ・ヴァンデlレ(フランドル出身)をはじ

め，シュトゥーム(フンスリュック出身)など外

部の企業家が参入し，とりわけドゥ・ヴァンデル

は，そのf灸，エヤンジュ Hayange(Hayingen) 

ニモワユーヴル Moyeuvre=ジュフ Joeufの本

拠の他に， 1846年ザール炭田のロレーヌ側へ

の延長であるシュティリング Styringに炭鉱

とコークス工場，製鉄所を建設して，製鉄=炭

鉱の複合体を築き，またザールの製鉄業も， 1850

年代からミネットに依存し始めていた。また，

ベルギー資本も，関税障壁を越えてルクセンブ

ルク，ザール，ロレーヌに進出していた。とは

いえ，国境ないし関税線を挟んで，ルクセンブ

ルク=ロレーヌ=ザールを包含した企業は誕生

しなかった。しかるに， 1871年の普仏戦争によ

って，ロレーヌ東部がドイツへ割譲された結果，

ドゥ・ヴァンデノレ社の製鉄所群は，国境=関税線

で2分され，兄弟が独仏に別れて一一緊密な資

本関係にありながら一一別会社として経営を

続けた。しかし，その直後， トマス製鋼法の発

明(1879年)によって，この地域の低廉な含燐

塩基性銑鉄が製鋼に利用できるようになると，

Regnier-Poncelet (機関車製造 リエージュの St 

Leonard社の所有者)などが有名である。 Bruckner，
a.a.O.， S.304; Se巴ling，a.a.O.， S.1l9， 133ff 

ミネット鉱床を目指して， ドイツ領ロレーヌ

=ルクセンプルクに，大投資銀行の支援のも

とに/レール資本が殺到し巨大な製鉄二製鋼所が

次ぎ次ぎと新設された。一方フランス側でも，

ブリエー=ロンウィー地区 Briey-Longwyに

1890年代に豊富な鉄鉱床が発見されたことも加

わって，やはり多くの新製鉄ニ製鋼企業が続々

誕生し，中部や北部の製鉄企業も大挙進出して

きた九また，ベルギー製鉄企業も，増大する鉄

鉱石需要を充たすため，自国最南東端のローレ

ヌ地域(Athus，Halanzy)に進出しただけでな

しさらに関税障壁の彼方のルクセンブルクや

ドイツ領ロレーヌに，幾つかの企業ないし工場

が新設された。ザールの製鉄企業もこのような

動きに追随して， ドイツ領ロレーヌに鉄鉱床を

獲得して製鉄=製鋼所を建設し，またザール

とルクセンブルクのベルギー系企業の合併に

より，製鉄=製鋼=鉄鉱山の大トラスト， A
RBEDが誕生した。(第 3図)10)しかし，第

9)この地域の鉄鋼業や石炭産業の構造や今日にいたる

まてるの紛争の歴史については，すでに膨大な研究が

あるので繰り返さないが， N .].G. Pounds， A刀 His-
torical Geography of Europe 1800-1914 (Cam-

bridge， 1985)， 384 -92の文献，および P.Berken-

kopf， Die Entwicklung und die Lage der lothrin-
gisch-luxemburgischen Groβeisenindustrie seit 
dem Weltkriege(Jena， 1925); F. Hellwig，“Unter 

n巴hmerund Unternehmungsform im saarlandis-

chen lndustriegebi巴t"，Jahrbucher fur Nationalo-
koknomie und Statistik， CL VIII (1943)， 402-430; 

ders.，“Wirtschaftsentwicklung und Grenzen im 

Raum Saarland-Lothringen-Luxemburg"， Blat 
ter fu・rde山 cheLandesgeschichte， CXI (1975)， 

159-171.また最新の， Saar-Lor-Lux問題を扱った

論孜として， U. Wengenroth，“Partnerschaft od巴r

Rivalitatフ DieBeziehungen zwischen der deuts 

chen und d巴rfranzosischen Schwerindustrie vom 

spaten 19. Jahrhundert bis zur Montanunion"， in・

Y. Cohen und K. Manfrass， (Hrsg.)， Frankreich 
und Deutschland. Forschung， Technologie und 
industrielle Entwicklung im 19. und 20. Jahrhun 
dert (Munch巴n，1990)， 321-353. 

10)ベルギー系企業としては， 1840年代からルクセンブ

ルクのエツシュEscha. d. Alz巴tte進出した A.
Metz & Co.， {フ。ルバッハ製鉄} Luxemburgische 

Bergbau-und saarbruckische Eisenhutt巴nA.G. 
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第3図 ロレーヌ=ルクセンブルク=ザール地区製鉄業分布(1913年)
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Berkenkopf， a. a. 0.， S. 13-28およびPounds.，op. cif.， p.390. 

1次世界大戦以前には，高関税やカルテルに妨

げられて， ドイツやフランスの企業が国境=関

税線を跨いで，両側に工場を所有・経営する例

は，ドゥ・ヴァンデルの例を除けば，全体として

(1856年)，プロヴィダンス LaProvidenceのルオン

製鉄所 Rehon(1865年)があり， {デューデリンゲン

製鉄株式会社}Dudelinger Eisenhutten A.G. (1882 
年， {ブ令ルバッハ製鉄》と〈メッツ社〉が共同で設立)

の3社の合同により 1911年にアルベット ARBED

となった(同干士はさらにEschweilererBergwerk. 

svereinと利益共同体を結んでいた)。このほか，

Aumetz， Belgisch -lothringische Gruben -und 

Huttenverein (1897) ， S.A. Hauts-Fourneaux d巴

la Paix (Bruxelles， 1896)の合併によるLothringis

che Huttenverein Aumetz-Friede (1897，さらに

1904年に F巴ntscherHutte， A.G.， BrusselのFontoy

製鉄所を合併)， Sambre -et -Moselle / Maizi色re

les-M巴tz，1898(本社は，シャlレルロワのMontigny-

sur -Sambre， 1911年に Rombacher Hutten. 

W巴rkeとThyssenに施設を貸与)の新設に加え，

S. A. Ougree-Marihayeも， 1905年に Rodingen/

Luxemburgに設立された RodingerHochofen 

A.G. (Gebr. Collart & Thomas Byrne， Rodingen/ 

Luxemburg， 1872)を買収して予会社とした。なお，

ザーJレの鉄鏑資本のロレーヌ進出として， Redin-

gen (Dillinger Hutte， 1881.同社は Stumm58%， 

フランス資本 42%の株式合資会社)， Karlshutte/ 
Di巴denhofen(Rochling/Vδlklingen， 1898)， uckin-

gen (Stumm/Neunkirchen， 1890)があり，その銑鉄

生産は，ザールの本拠の 5割に達していた。Vgl.， E. 

Weigert，“Die Gros巴isenindustrie des Saar-

gebietes"， Schmollers Jahrbuch， XL VI ( 1922 )， 

423-468.なお第3図のザールの高炉数は，北海学園

大学経済学部，太田和宏教授にご教示いただいた。



1994.3 工業地域と国境石坂 29 (455) 

は，全くといってよいほど見られなかった11)。

ところで，この地域， とりわけロレーヌ=ル

クセンブルク地域の製鉄業には大きな弱点が存

在した。まず地域内に機械工業などの最終消費

部門が殆ど発達せず，銑鉄ないし鋼鉄の第 l次

加工にとどまっており，またこの地域の塩基性

銑鉄がスクラップを混合した平炉による高級鋼

生産には不適当であった。このため，結局，ベ

ルギーへの銑鉄輸出を除けば，販路は主として

製鉄業を欠く南ドイツの様々の加工部門，とり

わけマンハイム地域やシュトゥットガルト地

域，ザクセンなどに大きく依存していた。また

ザ、ール炭田もロレーヌに良質のコークスを供給

できず，ノレールのコークスに大きく依存いてい

た。このため，第 1次世界大戦後，ロレーヌの

製鉄=製鋼業を接収したフランス企業は，販路

に苦しみ，一定期間，一定量の南ドイツへの無

税輸出をヴェルサイユ条約でドイツに認めさせ

たし，またルールでの炭鉱獲得やコークス安定

供給の確保に懸命にならざるをえなかった。他

方で， 1926年当時でも，南ドイツの加工工業は

Jレーノレ鉄鋼独占体の高い販売価格を嫌いロレー

ヌ産の鋼鉄の輸入を求めていたl九

11) De Wend巴1(Les Petit-Fils de Francois de Wend巴l

et Cie，および SocieteDe Wendel et Cie)は，

Moyeuvre-J oeufの聞に国境を跨いだ白社専用の連

絡路を設けていた。R. Poidevin， Les relations 
economiques et jinancieres entre la France et l' 

Allemagne de 1898 占 1914 (Armand Colin; 
Paris， 1969)， pp.32-33.さらに DeWend巴lは，コー

クス炭を求めて，ベルギー，北フランス，オランダ

やルール地方の炭鉱を取得ないし資本参加してい

Tこ。 Berkenkopf，a.a.O.， S.27. 
12)第 1次世界大戦でドイツが敗北し，アルザス=ロ

レ ヌがフランスに返還され，またルクセンブルク

は， ドイツとの関税同盟を解消して， 1922年からベ

ルギーとの関税同盟を結んだ。その結果，ロレーヌ

のドイツ系企業はフランスに接収され，ルクセンプ

ルクのドイツ企業も，ルクセンブルクないしベル

ギー資本に譲渡された。また，ザール地方は，国際

連盟の管理のもとにフランスの関税領域に編入され

た。こうして，両大戦間期には， Saar-Lor-Lux地域

は，ほぽフランス経済に統合されたとはいえ， ドイ

ツの石炭や販路を失ったことは，大きな障害となっ

たのであり，戦後のヨーロツパ鉄鋼=石炭共同体の

(4)スイス=南パーデン=アルザス=フォール

アルルベルク

ライン河の上流の山間，サンクト・ガレン，

チューリヒ，パーゼル，南パーデン，フォーyレ

アルルベノレク，そしてアルザス南部のミュルー

ズやヴォージュ山地にかけての，オーストリア，

スイス， ドイツ，フランスの 4箇国に跨がる一

帯は，すでに近世以来，農村工業地域が連なり，

後の大工業の基礎をなしたが，その後産業革命

以降も，国家領域を越えて資本や技術，労働力

の面で緊密な関係を保ち続けた。元来，この地

域のスイス側(チューリヒ，アールガウ，サンク

ト・ガレン=アッベンツェル，グラールスなどの

諸外1)は，ヨーロッパ大陸で最有力の農村綿工業

地帯のひとつであり，その影響のもとに，スイ

ス人の企業家の進出も含め，隣接した南ノてーデ、

ンまで農村家内紡績や織布が広がっていた。ナ

ポレオンの大陸封鎖の時代から，スイス側では

機械制綿紡績業が勃興し，また綿捺染の中心で

あったミュルーズも，フランス領に編入されて

ナポレオン帝国の広域市場とドイツ諸邦への有

利な輸出機会に恵まれ，そしてパーゼ、ルや

ニューシャテルの商人たちの資金的支援のもと

に，スイスを凌ぐ大綿紡績中心地へ成長して

いった。この間，南パーデンでも，スイスやミュ

ルーズの刺激，とりわけ企業の進出によって若

干の紡績工場の設立が見られたものの，大きく

遅れをとり，むしろその低賃金労働がスイスの

問屋制家内織布に組み入れられたり， ミュノレー

ズへ供給されるにとどまってきた。しかし， 1836

年のパーデ、ンの関税同盟加入以後，スイス資本

は，関税障壁を乗り越えるるため，紡績=織布工

場を国境から間近いコンスタンツ郡 Kreis

Konstanz(アルレン Arlen，ジンゲン Singen)，

ヴアルトブート Waldhut，ラインフェノレデン

Rheinfelden，ゼ、ツキンゲン Sackingen，ヴィー

ゼ、ンタール Wiesenthal(レーラッハ Lδrrach，

誕生，モーゼル川の運河化，さらに酸素製鋼法など

をまって，ょうやく，安定した発展の道が聞かれた。
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ヴァイル Weilam Rhein)などに進出したし，

またオーストリア帝国の禁止的関税障壁の彼方

にあり， ;:j七イタリア(ヴェネト=ロンノてルデ、イ

ア)を含む広域市場をめざして，同じく隣接の

フォールアルlレベルク州 Vorarlbergのドルン

ビルン Dornbirnにも，主として，グラールス

Glarusの企業の進出が見られた。この間，力織

機の普及によって農村家内織布業が衰退すると，

これに代わって，東スイス地域のみならず，南

ノてーデンやさらにフォールアルルベルクの農村

に普及したのが刺繍織りであり， 1850年代に手

動刺縮機械が完成した後，工場よりも家内作業

場に設置されることが多かった 13)。ところで，こ

13) L. Dedi， Die oberbadische Textilindustrie unter 
dem besonderen Ei月ifluβ ihrerGrenzlage (Diss 

Gδttingen， 1935); M. W巴h，Die Landesgre珂zeals 
Standortsfaktoη untersucht an der oberbadisch 
schωeizerischen Grenz-lndustrie (Diss. Bonn， 
1932) .この他，スイス綿工業については， B.Veyras. 

sat， Negociants et fabricants dans l'industrie 
coton刀ieresuisse 1760.1840 (Lausanne， 1982); P 

Dudzik，“Die Pragung regionaler lndustrialisi巴r.

ung durch das Unternehmerverhalten in der 

Baumwollindustrie des Elsaβund der Schw巴izim

19. Jahrhundert"， in: Kiesewetter/Fremdling， 

(Hg.)， a.a.O.， 222-245; ders.， lnnovation und 
I日vestition:Technische Entwicklung und unteγne-
hmerentschiede in der schweiZliγische叩 Baumwoll-
spinnerei 1800 bis 1919 (Z臼rich，1987); A. Tan-
n巴r，Das Schiffchen fliegt， die Maschine rauscht. 
Webeη Sticker und Unternehmer in der Ost-
schweiz (Zurich， 1985); ders.，“Die Baumwollin-

dustrie in der Ostschweiz 1750-1914・Vonder 

Proto-Industrie zur Fabrik-und Hausindustrie" 

in: Ditt und Pollard (Hg.)， a.a.O.， 162-191.また，
初期のバーデンの綿工業については，F. Kistler， Die 
ωi付schaftlichen und sozialen Veγhaltnisse in 
Badeη1849-187 (Freiburg i.B.， 1954)を参照。
ノfーデンにおけるアルザスニスイス系企業として

は，

VetterとKoechlinによる， Badische Gesellschaft 

fur Spinnerei und Weberei Ettlingen， A.G. (1836-) 

が南ドイツ有数の大企業であるが，このほかにも，
Koechlin-Baumgartner & Co.(Lorrach， 1753ー)や

Baumwollspinnerei Albert Koechlin (Zell 

Schδnau，1817-)がある。なお，この地域の綿工業

の所在地別の正確な分布や系列関係は，資料の関係で
十分に把握できなかったので，今後の調査に倹ちた
い。なお，チューリヒやヴインタートウールの機械

の経済地域の機能の大きな変化は， 1871年のア

yレザ、ス(エルザス)の新ドイツ帝国への併合で、あ

る。元来フランス市場と深く結び付いてきた

ミュ Jレーズ(ミュルハウゼ、ン)など，アルザス

綿工業や機械工業は，新国境のヴォージュ山脈

のフランス倶U(Belfort， Epinal， N ancy， Lux-

euil)に工場を新設してこれに対応する一方，同

じ関税領域に入ったヴ?イーゼンタール地域など

の南パーデン綿工業を，下請けとして組み込ん

だ14)。

さて，新ドイツ帝国が1879年の「ビスマルク

関税」によって輸入関税を大幅に引き上げたこ

とにより，スイスの企業進出はさらに加速され，

綿工業だけでなく，チューリヒやパーゼルの絹

織物工業やリボン工業，さらに1890年代末から

パーゼ、ルで発達してくるタール染料や薬品など

の化学工業企業(Hoffmann-La Roche)，食品

(チョコレート Souchard，スープ Maggi)，タノて

コ，時計などの諸産業が，パーゼ、ルに接したヴァ

イルやレーラツノ、，ヒューニンゲン Huningen

(Huningue)など，さらにヴィーゼンタールの山

中に続々進出したが，その多くは，部品や半製

品をスイスから輸入し，また管理部門をパーゼ、

ルやチューリヒに置き，しばしば保税加工制度

を利用して半製品を相互に移動させてきた。(第

4図)そして，現在もなお，パーゼ、ル地区は，全

体として南ノfーデンや南エルザ、スからの労働力

を吸引し，大量の労働者が国境を越えて通勤し

ている。

ニ電機工業 (Sulzer，Brown-Boveriなど)は， ドイ

ツへの企業進出に当たっては，国境地帯ではなく，
マンハイムを選んでいる。

14) 1871年以後のアルザ、ス企業のフランス側への移転な

いし，系列企業設立については， Podevin， 0.戸.cit.， 
pp.31-2，古賀和文『近代フランス産業の史的分析』

(学文社， 1983年)， 99頁。これによって，ヴォージュ
県の綿紡績錘数は， 1871年の451，800から， 1896年に
は， 1， 092， 266へと倍増した。また，機関車などの

機械工場， Societ邑Alsaciennedes Constructions 

Mecaniques (Mulhouse-Graffenstaden)もBelfort
に子会社を設立した。
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第4図 スイス=南ノTーデン=南アルザス工業地帯(1913年)
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(5) フランスニベルギー国境工業地域

かつては同じ南ネーデルラント(フランドル

Vlaanderen， Flandre，エノ一Hainaut)であっ

たベルギーと北フランス(ノール県)では，その

後17世紀に，フランスの領土併合によって，国

境が大きくベルギー側に食い込んだが， 1713年

の講和でほぼ現在の国境に落ち着き，その後

は，ベルギーがナポレオン帝国に併合された

1795 -1815年を除いて，領土は殆ど変更がな

かった。勿論，天然の障壁もなく，零細集約経

営を基礎とする農業=土地制度も共通の，この

国境地帯では，様々の経済的・文化的交流は非常

に活発であったとはいえ，フランスの強力な関

税線は，国境地域の工業発展に絶えず強い影響

を与えてきた。まず， 16世紀に繁栄した西南フ

ランドルの農村新毛織物工業は，プロテスタン

トの大量亡命や戦乱，そして強力なフランスの

関税障壁による分断で，ベルギー側ではほぼ完

685 

全に消滅し，フランス側でも，リール Lille，ア

ルマンチエーノレ Armenti色res，ルーペ-

Roubaix，トゥルコワン Tourcoing地区に集中

したため，国境を跨いでベルギーとフランス・フ

ランドルに連なっていたのは，わずかに粗麻織

物工業のみであった。一方，ベルギーのサンプ

ノレ=ミューズ川に沿ってリエージュからシャル

/レロワ，モンス，さらに国境を越えて豊かな炭

田が連なっており，さらに周辺の森林地帯には，

製鉄業も国境の両側で展開していたが，これも，

新国境で分断された。

こうしたベルギー二フランス国境地帯の工業

発展は，その後さらに産業革命期に国境の影響

を大きく被ることになった。まず，機械制綿紡

績業も，毛紡績，そして亜麻紡績も，フランス

側ではリール地域に集中されたのにたいし，ベ

ルギーでは，これまでの農村工業とは無関係な，

約60km北のへントに集中したこと，そして
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1846年までに農村麻織物工業は，コルトレイク

など一部の高級品を除いて壊滅したため，国境

の北のベルギー側は，膨大な過剰人口を抱える

純農業地帯となってしまい，通勤，移住，ある

いは季節労働にせよ，移しい労働力が言語の違

うノール県の工業地帯に流出し続けてきた。(た

だし， トゥルコワンに国境を挟んで隣接したベ

ルギーのムースクローン Mouscronのみは，

リールの大工業都市集合体Agglomerationの

一部となって市街が国境を越えて連続し，住民

の言語もすっかりフランス語に変わり，フラン

ス繊維企業がここに進出している。)

一方，その南の石炭=製鉄地帯では，ベルギー

側の国境に接するモンス炭田の付近には鉄工業

が全く発達せず， 1830年代から，大投資銀行(ソ

シエテ・ジェネラルやベルギー銀行)の支援のも

とに誕生した大製鉄=機械企業，ガラス企業が集

中したのは，もっぱら，国境から25kmも隔たっ

た， 18世紀以来の農村鉄加工工業の中心地であ

るシャルノレロワ地区であった。ただし， 1815年

から63年まで，フランスが高率の保護関税を維

持しつづけ，ベルギー独立後の1832年， 43年の

フランス=ベルギー関税同盟計画も挫折したなか

で，ベルギーの製鉄企業家は，フランス側ヴァ

ランシアンヌやモーブージュ Maubeuge，アコ

スAcoz，シャルルヴィ 1レ=メジエール Char-

leville-M邑z注目に企業を移したり，分工場を進

出させてきた。それはとりわけ，フランスの関

税率が，レーノレなど圧延製品に高く，銑鉄には

低かったことにより， ドイツの場合と同様に，

パドル=圧延企業がベルギー銑鉄を関税障壁の

向こうで加工するのが有利となったからであ

る。(第 5図A)その一方，シャルlレロワには，

フランス資本によるいくつかの製鉄や石炭企業

も設立され(第 5図B)，その企業がまたフラン

スに進出するなど，相互の参入自体は盛んで、

あった。こうして，フランス=ベルギーの聞は，

商品の輸出入や原料，石炭，半製品，工業製品

の移動が活発であり，さらに資本=金融的関係

も非常に緊密であったとはいえ，直接国境に跨

がる形での国際工業地帯は，それまでの歴史的

発展の所産として消え去って，国境のベルギー

側が農村地域ないし炭鉱地帯として取り残され

たのである 15)。

III.終わりに

以上概観したように，西ヨーロッパの重要な

工業地域の多くが，国民国家の領域に限定され

ることなしその境界を越えて展開し，ときに

は言語や民族を越えて経済的一体d性を保ってき

た。しかもこれらの一連の国際工業地帯は，そ

れぞれの国民経済的な視角からすれば一国の周

辺ないし国境地帯であるにせよ， ECヨーロツ

パ全体として見ればまさにその中軸を占めてき

たのである。そしてまた近代の国家領域の確定

が，しばしば既存の経済地域を分断したとはい

え，こうした国際工業地域の内部では，資本や

労働力の活発な移動や半製品の取引が，しばし

ば系列企業間で一一統計上は，輸出入ないし国

際移動として計上されようとも一一行われて

きた。それゆえ，経済史における工業地域の研

究にも，すぐれて国境を挟んだ両側を含めた全

体的視野に立つ研究とデータの整備一一これ

は統計ひとつとっても決して容易ではないが

一一，そしてこのような諸地域聞の比較が切望

されよう。

しかし，他方で国民国家，そして国民経済が

このような国際工業地帯にたいして及ぼした影

響も非常に大きいことは改めていうまでもな

い。それは本論でいくつかの事例をもって示し

たように，関税障壁，さらには様々の租税政策

や社会政策をも含む経済政策，通貨，鉄道や電

信・電話や電気を含めた交通・通信・運輸のネッ

トワークが，各工業地域を広い「圏内市場」な

15)ベルギー=フランス国境地域の経済史的=経済地理

学的研究として最も優れた研究は， F. Lentacker， 

La frontiere j示。nco-belge.Etude geographique des 
d加 d'仰 斤ontiereinternationale sur la vie de 
relation， These Univ. de Paris IV， 1973である。
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第 5図 B フランスニベルギーの柑互経済進出(1912)
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いし植民地市場へ統合する力として強く作用す

る一方で，関税障壁自体が国境の反対側への企

業進出の大きな誘因をなしてきた。また，文化

的共同体を基盤とする近代の「国民国家」によっ

て整備されてゆく教育や標準国家言語の普及，

徴兵制度による軍隊での体験，あるいは革命や

戦争などの歴史経験などの力は，国境線を隔て

て異なった「国民意識」ないし民族意識を育て

てきた。これは，たとえば，かつて同じ低地ド

イツ語地域であったオランダとヴェストファー

レン，同じドイツ語地域でありながら，すでに

フランス革命前にフランスに編入されていたエ

ルザス=ロートリンゲン(アルザス=ロレーヌ)

と， 1815年以降常にドイツの地域たり続けた

ザ-}レ地方，さらに長くオランダの統治の下に

あって後ドイツ関税同盟に加入しつつも政治的

には独立の小国であったルクセンブ、ルクの，国

民意識の差異にもはっきりと伺われる。これか

らEC統合の進むなかでその経済史的前提の研

究がますます求められるとき，改めて，この二

つのヴェクトルの作用を具体的に明らかにして

ゆくことが急務となろう。

(付記本稿第 1表，第2表のVezeichnisfま，

加来教授から御教示いただき，所蔵のコピーを

参照させていただいた。)




